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NH K大学ロボコン出場を目指して

1. プロジェクトについて
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入生達に慣れてもらうために夏季九州、いコボコン大会へ

熊本大学でモノづくり活動を行っている「からくり

サークノレ」では5年前からNHK大学ロボコン出場を目

指しで活動しています。 i'H -fK大学ロボコンに出場する

ためには3つの審査を通過する必要があります。 昨年

度は2つ目の審査を初通過し、 また今年度も通過する

ことができました。 3 つ目の審査結果は未定ですが、

通過を期待しプロジェクトを継続しています。 また毎

年少しずつ実力をつけており、 新たな技術開発にも積

極的に挑戦し、 前年度より進歩できました。

2. 新入生への指導

今回のN回大学ロボコンに出場するために製作する

ロボッ卜は2 台で、 手動ロボットが1000mm3、 自動ロ

ボットが500rrun3 のサイズ制限があります。l三I動ロボッ

卜は多少小型で、すが、製作には人手と時聞が必要です。

そのため未経験者を含む新入部員がロボコン等の活動

に参加できるように講習を聞きます。そして、 講習を

通してロボットの制御・製作について基本的な事を理

解してもらいます。

ロボット製作については、 熊本大学のものづくり施

設である「ものくり工房Jにて機械工作の使い方を指

導しライセンスの取得と、 CADソフトを利用した設計

図の描き方を教えます。その後、 実際に設計した部品

を加工してもらうことで製作に慣れてもらいます。 ロ

ボットの制御についてはC言語の講習とArduinoとい

うマイコンの使い方について指導した後、 講習で得た

知識を基にそれぞれでライントレー スカ ーを製作し

てもらいました。 これらの講習の内容や教材は部員た

ちで考え用意したもので、 新入生達が理解しやすいよ

うに努めました。
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CArduino講習の様子）

3. 九州夏ロポコンへの参加

NI-!K大学ロボコンに参加するロボットは大型であり、

初めて製作する場合には大変苦労します。そこで、 新
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参加しました。 このロボコン大会はM水大学ロボコン

に向けて 技術の向上と他大学との交流を目的に、九州

大学ロボコンチームが主催されている大会であり、 わ

れわれからくりサークノレも毎年参加させてもらってい

ます。 今年度の大会には九州｜内の6つの大学から参加

者が集まり、総勢100名程の大きな大会となりました。

この夏ロボコン大会には3つの部門があり、 毎年わ

れわれは手動部門、 ライントレースカ 一部門2つの部

門に参加していましたが、 今年は初となる自律部門に

も参加しました。

手動部門はロボット2台lチームで得点を競います。

ロボッ卜には、 300rrun3 のサイズ制限、 5kgの重量制限

があるためi'H-IK大学ロボコンに比べると小さく、 短期

間で、完成させることができます。そこで少人数のグノレ
ープを4つ作り、それぞれl台ずつロボットを製作し

ました。 このように分担したことで各部員が設計ーから

製作までの過程を経験することができました。 また、

からくりサークノレで、は手動部門から2チーム出場し、

優勝、 準優勝という好成績を残しました。 また、 他に

技術賞、 デザイン賞、 アイデア賞も受賞しました。

（手動部門の様子）

ライントレースカ 一部門はフィ ーノレドの白線をたど

り、 ゴーノレの範囲内で、停止するまでのタイムを競いま

す。 制限時間は3分となっており、その間であれば何

度でもリトライできます。 この部門では2 台のライン

トレースカ ーが出場しました。 練習では完走できてい

たのですが、 本番では照明の明るさの違いから、 完走

できませんでした。

自律ロボッ卜部門ではl台出場しました。 この部門

は、自律ロボッ卜が床に置かれたピンポン玉を集めて、

またあらかじめ持っているテニスボーノレを ゴーノレゾー




